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2

千
早
赤
阪
村
議
会
議
員
選
挙
が
終
わ

り
、
10
人
の
新
し
い
議
員
が
選
出
さ
れ
、

５
月
９
日
か
ら
任
期
が
始
ま
り
ま
す
。

大
至
急
「（
仮
称
）
千
早
赤
阪
村
再

生
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
議
会
、
行
政
と
の
協
働
に
よ
り

新
生
千
早
赤
阪
村
の
方
向
性
を
見
つ
け

る
と
と
も
に
確
実
な
行
政
、
財
政
の
健

全
化
方
策
を
作
り
上
げ
ま
す
。

出
来
上
が
り
次
第
、
村
内
各
地
区
に

出
向
き
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
、
行
政
の
原
点
に
立

ち
返
り
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ず
法

律
で
決
ま
っ
て
い
る
義
務
的
な
事
務
に

係
る
経
費
を
積
み
上
げ
、
私
た
ち
が
計

算
で
き
る
最
大
限
の
歳
入
と
の
差
を
重

要
度
の
順
番
に
事
業
を
組
み
立
て
、
可

能
な
限
り
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
財
政

運
営
を
目
指
す
べ
く
検
討
、
精
査
を
進

め
て
い
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
は
、
た
だ
歳
出
を
抑

え
る
だ
け
で
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
地
方

交
付
税
や
、
府
支
出
金
の
増
額
を
常
に

国
、
府
に
お
願
い
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
各
種
補
助
金
や
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
な
ど
も
検
討
し
て
村
お
こ
し
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
村
お
こ
し
の
芽
と
し
て

は
、
本
年
３
月
25
日
に
国
道
３
０
９
号

河
南
赤
阪
バ
イ
パ
ス
が
府
道
柏
原
駒
ヶ

谷
千
早
赤
阪
線
ま
で
開
通
し
ま
し
た

が
、
沿
線
の
大
森
線
期
成
同
盟
の
皆
さ

ん
か
ら
国
道
３
０
９
号
に
連
絡
す
る
幅

員
７
ｍ
、
延
長
５
０
０
ｍ
の
村
道
用
地

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
所
有
権

移
転
も
終
わ
り
、
村
道
の
早
期
着
工
に

向
け
猛
ア
タ
ッ
ク
を
試
み
て
い
ま
す
。

周
辺
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
各
種
の

利
用
規
制
が
あ
り
ま
す
が
、
自
然
と
調

和
し
た
開
発
の
方
法
と
枠
組
み
を
模
索

中
で
す
。

ま
た
、
か
ね
て
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
要
望

し
て
お
り
ま
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
（
Ｂ

フ
レ
ッ
ツ
）
サ
ー
ビ
ス
が
赤
阪
局
管
内

全
域
で
10
月
頃
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速
化
が
可
能
と
な

り
快
適
な
通
信
環
境
が
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
金
剛
山
上
で
は
、
秋
口
か
ら
ａ

ｕ
に
よ
る
携
帯
電
話
の
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
る
こ
と
と
な
り
、
山
の
安
全
・
安
心

が
１
歩
進
み
ま
す
。

本
村
は
大
阪
府
内
に
位
置
し
な
が

ら
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
も
な
く
、
携
帯
電

話
も
府
道
沿
い
で
通
話
で
き
な
い
区
域

も
あ
り
、
役
場
庁
舎
さ
え
通
話
困
難
な

状
況
で
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
全

村
で
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
化
と
携
帯
電
話

不
通
話
区
域
の
解
消
に
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

地
道
な
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
が
、

少
し
ず
つ
住
民
の
皆
さ
ん
に
目
に
見
え

る
形
で
元
気
な
千
早
赤
阪
村
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

村
が
直
面
し
て
い
る
「
財
政
危
機
の
克
服
」

と
「
元
気
な
村
づ
く
り
」
の
た
め
に
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
、
共
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
仕

組
み
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

今
後
の
村
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
こ
の
よ

う
な
財
政
危
機
と
い
う
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と

し
、
地
域
で
住
民
の
皆
さ
ん
が
果
た
す
べ
き
役

割
と
行
政
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
確
に
し
、

対
等
な
立
場
で
話
し
合
い
、「
協
働
」
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、（
仮
称
）
村

再
生
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
村
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

村
の
動
き
が
変
わ
り
ま
す

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
村
長
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
た
よ
り
で
す

４

平
成
17
年
度
予
算
額
か
ら
み
た
村
の
公
共
施

設
維
持
管
理
経
費

※
維
持
管
理
経
費
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に

お
け
る
光
熱
水
費
、
通
信
費
な
ど
で
人
件

費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

施
　
設
　
名

経
費
（
万
円
）

役
場

１，

６
０
４

保
健
セ
ン
タ
ー

５
２
３

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

１
６
２

く
す
の
き
ホ
ー
ル

１，

５
２
１

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

１，

３
５
３

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

８
８
６

村
民
運
動
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

１
３
５

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

１
１

郷
土
資
料
館

５
６
５

い
き
い
き
サ
ロ
ン

（
く
す
の
き
・
や
ま
ゆ
り
）

８
１
１

小
学
校
（
４
校
）

３，

０
０
４

中
学
校
（
１
校
）

１，

２
７
５

幼
稚
園
（
１
園
）

１，

０
８
０

合
　
　
　
　
計

１
２，

９
３
０



「
財
政
再
建
団
体
」
と
は
、
赤
字

が
大
幅
に
膨
ら
ん
で
地
方
財
政
再
建

促
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
た
国
の

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
予
算
が
組
め

な
い
自
治
体
を
い
い
ま
す
。

市
町
村
に
お
い
て
は
、
標
準
財
政

規
模
に
対
し
20
％
以
上
の
赤
字
額
が

発
生
し
た
場
合
、
指
定
の
目
安
に
な

り
ま
す
。
本
村
の
場
合
は
約
３
億
円

の
赤
字
で
財
政
再
建
団
体
に
転
落
し

ま
す
。

財
政
再
建
団
体
に
転
落
し
た
場

合
、
自
治
体
が
自
分
た
ち
の
力
で
、

自
分
た
ち
の
考
え
で
財
政
健
全
化
を

進
め
る
「
自
主
再
建
方
式
」
と
、
国

の
監
督
下
に
お
か
れ
、
国
の
監
視
の

も
と
で
財
政
再
建
を
進
め
る
「
準
用

再
建
方
式
」
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。「
自
主
再
建
方
式
」
で
は
、

起
債
の
制
限
、
国
か
ら
の
財
政
優
遇

措
置
が
一
切
な
い
な
ど
、
極
め
て
厳

し
い
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
準

用
再
建
方
式
」
に
よ
る
再
建
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

〝
財
政
再
建
団
体
っ
て
な
に
？
〞

「
自
主
再
建
方
式
」
又
は
「
準
用

再
建
方
式
」
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、

財
政
再
建
団
体
の
指
定
を
受
け
る

と
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
二
の
次

で
、
財
政
の
赤
字
の
解
消
、
つ
ま
り

収
支
の
均
衡
を
図
る
こ
と
が
最
優
先

さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
提
供
し

て
い
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
著
し
く
制

限
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
非
常
に

厳
し
い
行
政
運
営
が
強
い
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
水
道
料
金
、
下
水
道
料
金
、
保
育

料
、
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
や
手
数

料
な
ど
の
公
共
料
金
は
、
最
高
水
準

ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
多
く
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
（
保
健
、

福
祉
、
教
育
な
ど
）
が
縮
小
・
廃
止

と
な
り
ま
す
。

③
公
共
施
設
は
、
閉
鎖
す
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

④
単
独
で
行
っ
て
い
る
各
種
団
体
へ

の
補
助
金
や
給
付
金
は
廃
止
と
な
り

ま
す
。

⑤
道
路
や
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

も
縮
小
と
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
住
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
非
常
に
厳
し
い
内
容
で
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
い
え
ま

す
。こ

こ
で
、
平
成
３
年
度
に
財
政
再

建
団
体
に
指
定
さ
れ
た
福
岡
県
赤
池

町
（
平
成
12
年
度
再
建
期
間
終
了
）

の
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

〜
福
岡
県
赤
池
町
の
例
〜

か
っ
て
炭
鉱
の
町
で
栄
え
て
い
た

赤
池
町
は
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら

50
年
代
に
か
け
て
石
炭
か
ら
石
油
へ

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
転
換
し
て
い
く
中

で
、
炭
鉱
の
閉
山
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
閉
山
後
、
若
者
た
ち
の
流

出
に
よ
り
人
口
は
約
40
％
急
減
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
産
業
の

誘
致
や
失
業
対
策
に
力
を
注
ぐ
一
方

で
、
炭
鉱
の
影
響
に
よ
る
地
盤
沈
下

対
策
な
ど
に
多
額
の
経
費
の
投
入
が

必
要
で
財
政
悪
化
を
招
き
、
昭
和
54

年
以
降
、
４
回
に
わ
た
り
自
主
再
建

を
試
み
た
も
の
の
、
財
政
は
好
転
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
３

年
度
に
は
、
町
の
赤
字
額
は
、
約
４

億
円
、
町
立
病
院
の
不
良
債
権
が
約

５
億
円
、
土
地
開
発
公
社
の
債
務
が

約
22
億
円
、
合
計
約
32
億
円
の
赤
字

を
出
し
、
平
成
４
年
２
月
に
準
用
財

政
再
建
団
体
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

《
財
政
再
建
に
向
け
、
町
が
取
り
組

ん
だ
こ
と
》

財
政
再
建
団
体
に
な
る
と
、
毎
年

予
算
を
作
る
と
き
、
国
・
県
に
よ
る

厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
財
政

再
建
計
画
に
適
合
し
な
い
予
算
の
増

減
が
あ
る
場
合
は
、
国
・
県
と
協
議

し
、
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
町
で
は
、
非
常
に
厳
し
い
再
建

計
画
に
基
づ
き
、
様
々
な
再
建
へ
の

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
町
単
独
事
業
の
原

則
廃
止
、
水
道
料
金
、
給
食
費
な
ど

の
お
お
む
ね
20
％
の
引
き
上
げ
、
保

育
料
な
ど
の
国
基
準
へ
引
き
上
げ
、

職
員
数
や
人
件
費
の
削
減
、
議
員
定

数
の
削
減
の
ほ
か
、
簡
単
な
土
木
工

事
な
ど
は
、
業
者
に
委
託
せ
ず
職
員

で
行
っ
た
り
、
老
朽
化
し
て
い
た
役

場
に
は
、
ク
ー
ラ
ー
が
な
く
、
廃
棄

寸
前
の
中
古
品
を
取
り
付
け
ま
し

た
。
ま
た
、
経
費
を
削
減
さ
れ
た
敬

老
会
で
は
、
手
作
り
の
余
興
を
町
長

は
じ
め
議
員
・
職
員
が
行
う
な
ど
住

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
一
年
で

も
早
い
財
政
再
建
を
目
指
し
て
、
ひ

た
す
ら
に
努
力
し
続
け
ま
し
た
。

特
に
天
災
に
よ
る
災
害
が
発
生
し

た
と
き
の
復
旧
事
業
に
対
し
て
も
、

国
の
承
認
を
得
る
ま
で
長
期
間
を
要

す
る
な
ど
、
ま
さ
に
再
建
ま
で
の
10

年
間
は
、
住
民
・
行
政
と
も
耐
え
忍

ん
で
き
た
わ
け
で
す
。（
福
岡
県
赤

池
町
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
財
政

再
建
団
体
に
転
落
す
る
と
地
方
公
共

団
体
と
し
て
の
独
自
性
は
失
わ
れ
、

住
民
負
担
の
増
大
や
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
な
ど
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。村

と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
非
常

事
態
を
絶
対
に
回
避
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め

に
も
住
民
参
加
を
お
願
い
し
た
（
仮

称
）
村
再
生
委
員
会
を
早
急
に
立
ち

上
げ
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
で
き
る

こ
と
（
収
入
の
増
、
経
費
の
削
減
な

ど
）
を
検
討
し
、
新
た
な
財
政
健
全

化
方
策
を
策
定
し
ま
す
。

千
早
赤
阪
の
再
生
に
向
け
て
住

民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、

こ
の
苦
難
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

3

広
報
３
月
号
で
は
、
財
政
悪
化
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
地
方
交
付
税
の
減
額
」
に
つ
い
て
、
ま
た
４
月
号

で
は
、
村
が
行
財
政
を
運
営
し
て
い
く
う
え
で
、「
必
要
な
経
費
（
支
出
）」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

収
入
が
減
る
一
方
、
支
出
が
容
易
に
減
ら
せ
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
収
入
が
減
る
一
方
で
支
出
も
減
ら
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
赤
字
に
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
今
、
村
の
財
政
は
、「
火
の
車
」
状
態
で
す
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
け
ば
、
平
成
18
年
度
決
算
に
お
い
て
、
村
の
財
政
は
破
た
ん
し
、
財
政
再
建
団
体
（
企

業
で
い
う
〝
倒
産
〞
）
に
転
落
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今
回
は
、
財
政
再
建
団
体
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〝
千
早
赤
阪
〞
再
生
に
向
け
て

〝
財
政
再
建
団
体
に
な
る
と
…
〞

〝
財
政
再
建
団
体
を

回
避
す
る
た
め
に
〞



5月1日～7日は憲法週間
「育てよう一人ひとりの人権意識」

５月３日の憲法記念日を中心に１日から７日までは憲法週間です。日本国憲法は民主主義、

平和主義とならんで、基本的人権の尊重を重要な柱の一つとしています。

私たち一人ひとりの人権が保障された差別のない明るい社会を築くために、今一度、家庭で

憲法について考える機会としましょう。

―
人
権
問
題
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
―

人
権
擁
護
委
員
が
、
あ
な
た
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
当
日
都
合
の
悪
い

人
は
、
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
直

接
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
に
つ
い
て

の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

日
時
　
５
月
９
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
に
あ
わ
せ
て
全
国
一
斉
の
特
設

人
権
相
談
も
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
１
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所

役
場
第
２
会
議
室

人
権
擁
護
委
員

¡
山
本
澄
雄
　
1
&2
１
４
８
５

水
分
３
７
５
番
地
の
１

¡
田
中
鈴
代
　
1
&2
７
３
８
７

小
吹
68
番
地
の
８
８
９

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

村
地
域
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
働
く
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
何

ら
か
の
就
労
を
妨
げ
る
要
因
を
抱
え

て
い
る
こ
と
で
就
職
が
困
難
な
、
障

害
者
・
母
子
家
庭
の
母
親
・
中
高
年

齢
者
・
臨
時
的
な
仕
事
に
従
事
し
将

来
に
不
安
を
お
持
ち
の
若
年
者
の
た

め
に
、
地
域
就
労
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
雇
用
・
就
労
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

の
開
庁
日

主
な
内
容

¡
雇
用
、
就
労
に
関
す
る
相
談

¡
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
職
業
適
性
診
断

（
興
味
検
査
と
性
格
検
査
）

¡
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
求
人
情

報
検
索
（
就
職
の
斡
旋
は
で
き
ま

せ
ん
）

¡
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野
の
求
人

情
報
の
閲
覧

※
相
談
な
ど
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

産
業
建
設
課

臨
時
職
員
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

１
人
（
45
歳
位
ま
で
）

勤
務
場
所

社
会
福
祉
協
議
会
（
村

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

勤
務
内
容
　
一
般
事
務
な
ど

（
パ
ソ
コ
ン
の
で
き
る
人
・

普
通
運
転
免
許
所
持
者
）

勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

毎
週
３
日
程
度

受
付
　
５
月
９
日（
月
）〜
20
日（
金
）

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

◎
申
込
書
　（
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）

◎
写
真
（
６
cm
×
５
cm
）
１
枚

赤
十
字
募
金

５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
」（
募
金
活

動
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護

活
動
を
は
じ
め
国
際
活
動
、
医
療
、

血
液
事
業
、
福
祉
事
業
な
ど
の
幅
広

い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
金
は
、
千
早
赤
阪
村
分
区
（
村

社
会
福
祉
協
議
会
）
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。寄

　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
丸
谷
弘
司
（
小
吹
68
―

76
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
母
き
み
子
の
供
養
と
し
て

◎
西
岡
孝
文
（
小
吹
１
０
９
１
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
父
直
孝
の
供
養
と
し
て

◎
中
前
豊
彦
（
千
早
703
）

５
０，

０
０
０
円

亡
母
マ
ツ
エ
の
供
養
と
し
て

◎
千
早
赤
阪
村
ゴ
ル
フ
連
盟

５
６，

２
５
４
円

千
早
赤
阪
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

社
会
福
祉
協
議
会
1
&2
０
２
９
４

4

特
設
人
権
相
談

千
早
赤
阪
村
地
域
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

千早赤阪村教育委員会教育長に、

山本澄雄氏が４月１日付けで、選

ばれました。任期は平成17年４月１

日から平成21年3月31日までです。

■山本澄雄氏（63歳）

昭和39年３月に大阪学芸大学を

卒業し、大阪市立茨田中学校教諭

として奉職。以後、村立中学校教

諭、赤阪小学校長などを務めまし

た。

住所：水分375番地の1

教育長に
山本澄雄氏



子
育
て
や
学
校
生
活
な
ど
に
つ
い

て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
５
月
13
日（
金
）・
27
日（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午（
要
予
約
）

場
所
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室

費
用
　
無
料

相
談
員
　
佐
藤
む
つ
こ
さ
ん

（
臨
床
心
理
士
）

〈
予
約
・
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
　

1
&2
１
３
０
０

村
文
化
協
会
将
棋
ク
ラ
ブ
で
は
、

子
ど
も
を
対
象
に
将
棋
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
に
、
初
歩
か
ら
分

り
や
す
く
教
え
ま
す
の
で
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
毎
週
日
曜
日
　

午
後
１
時
〜
２
時

場
所
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル
和
室

対
象

小
学
校
１
年
生
〜
中
学
３
年
生

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

山
本
昭
二
　
1
&2
０
３
９
７

楠
公
史
跡
保
存
会
で
は
、「
金
剛

こ

ご

山せ

の
里
の
自
然
と
歴
史
を
次
の
世
代

へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
年
間
を
通
し

て
美
化
・
清
掃
・
整
備
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
会
員
と
一
緒
に
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

日
時
　
５
月
28
日（
土
）

午
前
８
時
〜
正
午
こ
ろ

（
大
雨
の
場
合
29
日
）

集
合
場
所

奉
建
塔
（
二
河
原
辺
）

持
ち
物

草
刈
り
用
具
な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉（
社
）千
早
赤
阪
楠

公
史
跡
保
存
会
　
1
&2
１
５
８
８

5

教
育
相
談
を
開
催

子
ど
も
将
棋
教
室
を
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
ま
せ
ん
か

ちはや星と自然のミュージアムイベント案内

☆ちはや園地ガイドウォーク（毎月第１・２・４日曜日）
ちはや園地の自然とふれあうミニツアー　①午前11時～　②午後１時～

〈問い合わせ〉ちはや星と自然のミュージアム　1&40056

自然の素材で工作

ちはや園地の森で遊
ぼう！

金剛山で春のチョウ
をさがそう！

春の大曲線と木星を
見よう！

楽しい野鳥入門

金剛山の夏鳥を探し
に行こう！

木星と球状星団を見
よう！

月　日 行事名 内　　　　　　　容

５月３日（祝）

５月４日（祝）

５月５日（祝）

５月７日（土）

５月14日（土）

５月22日（日）

５月28日（土）

ちはや園地でひろった木の実や小枝、竹を使ってキーホルダーやオブジェを工作しよう！
時間　午後１時～２時30分　定員　15人　費用　300円

森で宝探しをしたり生き物カルタをしたり、自然とふれあうゲームで楽しんで
みませんか？
講師　河泉ネイチャーゲームの会　時間　①午前10時30分～　②午後１時～
定員　各回15人　費用　300円

春の金剛山を舞うチョウをさがしに行こう！
時間　午後１時～３時　定員　30人　費用　300円

春の夜空では、北斗七星からおとめ座まで続く大きな星のカーブと、そばで明
るく輝く木星が見ごろです。西の空には、まだ土星もみえますよ。
時間 午後７時30分～　定員　30人　費用　400円
（参加に際しては宿泊が必要、宿泊費は別途）
〈宿泊の問い合わせ〉香楠荘　1&40321

双眼鏡の使い方から森で野鳥を見つけるコツ、名前を調べるための観察ポイ
ントなど山にすんでいる身近な野鳥を観察しながら練習してみましょう。
時間　９時30分～正午　定員　20人　費用 300円

南国から金剛山に帰ってきた夏鳥たちの、恋のさえずりを聴きにいってみよう！
講師　福岡賢造（日本野鳥の会） 定員　30人
時間　午前９時30分～正午　費用　300円

東の空に昇ってくる初夏の球状星団を観察。数十万もの星の集まった星団は、
どんな風に見えるかな？
時間　午後７時30分～９時　定員　30人　費用　400円
（参加に際しては宿泊が必要、宿泊費は別途）
〈宿泊の問い合わせ〉香楠荘 1&40321

事業主の
皆さんへ

労働保険の更新手続きは

5月20日（金）です。

平成17年度より雇用保険率が
改正されていますのでご注意く
ださい。

〈相談・問い合わせ〉

¡大阪労働局　労働保険徴収課
106（4790）6330

¡羽曳野労働基準監督署
10729%67161



村
政
を
担
う
新
た
な
代
表
10
人
が
決
ま
る

４
月
24
日
執
行

千
早
赤
阪
村
議
会
議
員
選
挙
結
果

任
期
満
了
（
５
月
８
日
）
に
伴
う
村
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
が
４
月
24
日
に
村
内
４
カ
所
の
投
票
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

開
票
は
、
同
日
行
わ
れ
、
10
人
の
村
議
会
議
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

6

は
、
登
山
者
は
も
ち
ろ
ん
、
山
で
働

く
人
た
ち
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
や
目

印
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。平

成
13
年
２
月
に
、
大
阪
府
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
「
天
然
記
念
物
」
と
は
、
学
術
上

貴
重
で
わ
が
国
の
自
然
を
記
念
す
る

も
の
と
し
て
指
定
さ
れ
た
動
物
、
植

物
、
地
質
・
鉱
物
、
そ
れ
ら
に
富
む

天
然
保
護
区
域
の
こ
と
で
す
。

国
指
定
の
も
の
で
は
、
例
え
ば
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
屋
久
島
ス
ギ

原
始
林
、
東
尋
坊
、
釧
路
湿
原
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

Vol.7

今
回
は
、「
千
早
の
ト
チ
ノ
キ
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ト
チ
ノ
キ
は
山
地
の
谷
筋
な
ど
多

少
湿
気
の
あ
る
寒
冷
地
を
好
む
落
葉

広
葉
樹
で
す
。

「
千
早
の
ト
チ
ノ
キ
」
は
、
金
剛

山
へ
と
延
び
る
登
山
道
の
１
つ
、
伏

見
林
道
を
約
５
０
０
ｍ
登
っ
た
標
高

約
７
０
０
ｍ
の
地
点
、
千
早
川
に
流

れ
込
む
谷
川
沿
い
に
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
チ
ノ
キ
は
樹
高
約
25
ｍ
、

幹
周
４
・
３
ｍ
を
測
る
巨
樹
で
、
太

い
枝
を
空
に
大
き
く
突
き
出
し
て
お

り
、
そ
の
規
模
か
ら
樹
齢
は
お
よ
そ

３
０
０
年
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
き
く
、
目
立
つ
特

徴
を
活
か
し
、「
千
早
の
ト
チ
ノ
キ
」

〈問い合わせ〉選挙管理委員会事務局

千早赤阪村議会議員選挙　投票速報集計表

得票総数 立候補者名 党　派 住　所

当選　526 浅　野　利　夫 公　明　党 森屋910番地

当選　418 井　上　昭　司 無　所　属 森屋448番地

当選　412 清　井　　　浩 無　所　属 東阪1034番地１

当選　370 貝　長　　　徹 無　所　属 水分134番地１

当選　353 豊　田　圭　郎 無　所　属 千早187番地

当選　343 田　中　博　治 無　所　属 小吹68番地の502

当選　322 徳　丸　幸　夫 日本共産党 森屋288番地の３

当選　316 関　口　ほづみ 日本共産党 小吹68番地の901

当選　293 橋　爪　喜久次 無　所　属 小吹68番地の235

当選　261 野　上　信　次 日本共産党 小吹68番地の666

243 山　形　研　介 無　所　属 小吹68番地の97

237 大　浦　好　雄 自由民主党 東阪536番地

当日有権者（最終）
速報時　最終（20：48）

投 票 者 数（人） 投　票　率（％）

男 女 計 男 女 計 男 女 計

第１ 970 1,070 2,040 629 706 1,335 64.85 65.98 65.44

第２ 491 557 1,048 319 374 693 64.97 67.15 66.13

第３ 135 170 305 106 125 231 78.52 73.53 75.74

第４ 1,062 1,214 2,276 678 794 1,472 63.84 65.40 64.67

期日前 172 256 428 6.47 8.50 7.55

計 2,658 3,011 5,669 1,904 2,255 4,159 71.63 74.89 73.36

投
票
区



7

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り�

議
会
だ
よ
り�

－ 編集 －�

議 会 広 報�
編集委員会�

平成17年３月の千早赤阪村議会定例会（第１回）は３月８日に開会し、人事案件、
条例制定・改正、補正予算、合併協議会の廃止に関する議決案件、平成17年度当初予
算案件など計21議案が提案されそれぞれ慎重に審議し、原案どおり可決・同意しまし
た。

また、９名の議員から議員定数を２名削減する条例改正案件が提案され、討論を経

て原案どおり賛成多数で可決し、22日の一般質問をもって閉会しました。

3月定例会のあらまし

賛
成

千
早
赤
阪
村
議
会
議
員
定
数
の
問

題
は
、
議
長
を
中
心
に
議
員
全
員
で

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
全
員
の
意

見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
定
数
削
減
に
前

向
き
な
９
名
の
議
員
で
議
論
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
村
財
政
が
逼
迫
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
行
定
数
12
名
を

10
名
に
削
減
す
る
こ
と
で
合
意
を
み

た
の
で
、
平
成
17
年
３
月
定
例
会
に

議
員
提
案
し
ま
し
た
。

そ
の
提
案
理
由
は
次
の
と
お
り
で

す
。本

村
の
財
政
状
況
は
、
平
成
15
年

11
月
に
策
定
さ
れ
た
「
千
早
赤
阪
村

第
２
次
財
政
健
全
化
方
策
」
の
中
で

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

方
策
で
行
政
は
職
員
の
削
減
、
給
与

の
削
減
と
抑
制
、
早
期
勧
奨
退
職
者

制
度
の
促
進
、
理
事
者
の
給
与
の
削

減
等
徹
底
し
た
人
件
費
の
削
減
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も
管
理
経
費

の
削
減
、
事
務
事
業
・
補
助
金
負
担

金
の
見
直
し
等
中
長
期
的
視
野
に
た

っ
て
効
率
的
、
効
果
的
な
行
政
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
全
力
を
あ
げ
て
お
り

ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
努
力
に
も

係
わ
ら
ず
、
こ
の
７
年
間
で
税
収
は

約
１
億
４
千
万
円
、
地
方
交
付
税
で

２
億
５
千
万
円
減
少
し
村
財
政
は
危

機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

議
会
も
研
修
の
廃
止
や
報
酬
の
カ

ッ
ト
等
村
財
政
の
建
て
直
し
に
協
力

し
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
村
の
財
政
状
況
は

依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
ず
、
さ
ら

な
る
財
政
再
建
に
寄
与
す
る
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

定
数
削
減
は
民
意
を
行
政
に
反
映

す
る
幅
が
せ
ば
ま
り
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
弱
め
る
と
の
意
見
も
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
民
意
の
反
映
や
議
会
の
活

性
化
は
議
員
の
数
の
問
題
で
は
な
く

議
員
自
ら
が
自
覚
を
も
っ
て
真
摯
に

取
り
組
む
こ
と
で
解
決
で
き
る
問
題

で
す
。

ち
な
み
に
、
２
名
削
減
に
よ
る
経

費
削
減
額
は
、
１
１
２
２
万
３
０
０

０
円
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
現
在
の
定

数
12
名
を
10
名
と
す
る
の
が
最
も
適

当
と
し
、
村
議
会
議
員
定
数
条
例
の

改
正
を
提
案
し
ま
し
た
。

議
員
定
数
が
10
名
に

日
本
共
産
党
は
、
議
員
定
数
削
減

は
住
民
と
の
パ
イ
プ
を
細
め
て
し
ま

う
と
意
見
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。

公
正
な
行
政
運
営
の
た
め
チ
ェ
ッ

ク
し
、
多
様
な
住
民
の
声
を
届
け
実

現
し
て
い
く
う
え
で
現
在
の
定
数
は

最
低
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、住
民
の
参
政
権
の
保
障
を
弱
め
、

議
会
を
遠
ざ
け
、
民
主
主
義
の
弱
体

に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

財
政
が
厳
し
い
中
で
、
こ
れ
ま
で

議
会
費
の
節
減
の
た
め
、
委
員
会
研

修
の
廃
止
、
郡
議
長
会
の
解
散
、
議

会
だ
よ
り
の
広
報
と
の
セ
ッ
ト
発
行

や
議
員
歳
費
の
３
％
削
減
な
ど
６
０

０
万
円
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
今
後
さ
ら
に
議
員
歳
費
や
政

務
調
査
費
な
ど
の
削
減
も
検
討
す
べ

き
で
す
。

議
員
定
数
削
減
の
あ
と
に
は
、
職

員
の
削
減
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、

公
共
料
金
の
値
上
げ
な
ど
に
つ
な
が

っ
て
き
ま
す
。
決
し
て
住
民
の
利
益

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

議
員
定
数
の
削
減
で
議
会
が
活
性

化
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
今
後
常

任
委
員
会
の
審
議
の
傍
聴
、
本
会
議

の
休
日
・
夜
間
の
開
催
、
請
願
提
出

者
の
議
会
で
の
要
旨
説
明
、
議
事
録

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
開
示
な
ど
、
住

民
に
開
か
れ
た
、
議
会
運
営
へ
の
努

力
と
工
夫
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
当
村
の
財
政
は
危
機
的
な

状
況
で
あ
り
、
財
政
再
建
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。

村
は
第
２
次
財
政
健
全
化
方
策
を

策
定
し
、
健
全
化
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
村
議
会
に
お
い
て
も
、
議
員

報
酬
の
減
額
や
議
会
研
修
の
中
止
な

ど
議
会
内
経
費
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
村
税
や
地
方

交
付
税
の
減
収
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

健
全
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
村
の
現
状
を
考
え
、
村
民
の
皆

さ
ま
方
か
ら
の
ご
意
見
を
真
摯
に
受

け
と
め
、
議
会
と
し
て
今
、
何
を
す

べ
き
か
を
総
合
的
に
判
断
し
、
９
名

の
議
員
提
案
に
よ
り
、
次
の
一
般
選

挙
か
ら
議
員
２
名
の
削
減
を
提
案
し

た
も
の
で
す
。

確
か
に
、
定
数
を
削
減
す
る
こ
と

で
村
民
の
意
見
が
行
政
に
届
き
に
く

く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
議
会
の
機

能
が
弱
ま
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
、

懸
念
さ
れ
る
声
が
あ
る
こ
と
も
十
分

承
知
致
し
て
お
り
ま
す
。

真
の
地
方
自
治
確
立
の
た
め
に
は

よ
り
一
層
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
我
々
議
員
９
名
は
定
数
削
減
に

よ
り
、
決
し
て
議
会
の
機
能
が
後
退

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
強
い
決

意
を
も
っ
て
、
賛
成
討
論
と
致
し
ま

す
。

第
72
号

貝
長
・
橋
爪
・
清
井
・
山
形
・
北
野
・

森
本
・
田
中
・
大
浦
・
豊
田
議
員

反
対

野
上
・
関
口
議
員
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自
立
の
村
づ
く
り
の
た
め
に
、

新
た
な
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て

新
た
な
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て

平
成
17
年
度
予
算
の
提
案
に
あ

た
り
、
村
長
は
現
在
の
村
の
財
政
危

機
を
ふ
ま
え
て
、

〇
17
年
度
の
早
い
時
期
に
「
健
全
化

方
策
」
を
策
定
し
て
、
一
層
の
行
政

改
革
を
進
め
る
。

〇
新
た
な
「
合
併
」
に
取
り
組
む
。

と
、
表
明
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

一
、
健
全
化
方
策
に
つ
い
て
は
、
事

業
の
見
直
し
や
行
政
組
織
の
改
革

ま
で
踏
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
わ
れ
る
。

二
、
合
併
に
つ
い
て
は
、
相
手
の
自

治
体
に
望
ま
れ
る
体
制
に
整
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
方

を
お
聞
き
す
る
。

「
健
全
化
方
策
」
に
つ
い
て
は

事
業
の
見
直
し
や
効
率
的
な
組
織
改

革
は
不
可
欠
で
あ
る
。
幸
い
、
地
方

分
権
の
な
か
で
、「
広
域
連
携
事
業
」

等
、
様
々
な
組
織
運
営
が
可
能
と
な

る
制
度
の
創
設
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
内
部
組
織
に
つ
い
て
は
、

縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
な
く
す
た

本
村
は
、
急
な
傾
斜
地
が
多
く

地
震
、
台
風
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
が
予
測
さ
れ
る
。
村
の
防
災
対
策

の
計
画
と
、
住
民
へ
の
連
絡
の
方
法

や
避
難
し
た
場
合
の
住
民
へ
の
対
応

に
つ
い
て
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

防
災
対
策
の
計
画
は
、
風
水
害

応
急
対
策
と
、
地
震
災
害
応
急
対
策

で
構
成
し
て
い
る
。
対
処
に
つ
い
て

は
、
対
策
本
部
等
を
設
置
し
、
職
員

の
配
備
や
、
消
防
団
に
も
出
動
を
要

請
す
る
場
合
が
あ
る
。
住
民
へ
の
連

絡
方
法
は
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
ほ

か
、
職
員
に
よ
る
広
報
車
で
の
伝
達

や
、
各
地
区
に
配
備
す
る
防
災
無
線

で
連
絡
す
る
。
避
難
し
た
住
民
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、食
糧
や
飲
料
水
、

毛
布
等
必
要
な
物
資
の
調
達
や
配
布

を
す
る
。

緊
急
出
動
し
た
場
合
の
消
防
団

員
に
対
し
て
の
対
策
を
伺
う
。

強
い
使
命
感
を
も
っ
て
活
動
し
、

出
動
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ

に
対
し
て
は
特
別
の
配
慮
を
お
願
い

し
た
い
。

強
い
使
命
感
を
も
っ
て
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
事
は
十
分
承
知

し
て
い
る
。緊
急
出
動
に
対
し
て
は
、

消
防
団
全
体
と
し
て
年
間
計
画
で
対

処
し
て
い
る
。

防
災
は
普
段
の
訓
練
が
大
切

で
あ
る
。
住
民
全
体
が
訓
練
す
る
計

画
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
緊
急
出

動
し
た
消
防
団
員
に
対
し
て
の
配
慮

を
重
ね
て
お
願
い
す
る
。

め
、
施
設
管
理
や
物
品
調
達
な
ど
に

つ
い
て
、
横
断
的
組
織
の
検
討
も
行

う
。新

た
な
「
合
併
」
に
つ
い
て
は
、

行
政
体
制
の
ス
リ
ム
化
と
村
の
魅
力

づ
く
り
の
２
点
を
考
え
て
い
る
。
村

の
魅
力
づ
く
り
に
は
、
村
の
観
光
資

源
を
活
用
し
て
集
客
す
る
こ
と
も
、

合
併
魅
力
を
高
め
る
要
因
の
一
つ
と

考
え
る
。

足
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
住
民
の
自

助
・
共
助
で
補
い
、
自
立
し
た
村
づ

く
り
を
進
め
た
い
。 清

井
議
員

「
財
政
健
全
化
方
策
」
と
新
た
な
「
合
併
」

「
財
政
健
全
化
方
策
」
と
新
た
な
「
合
併
」

橋
爪
議
員

防
災
対
策
へ
の
取
り
組
み
と
計
画
は

防
災
対
策
へ
の
取
り
組
み
と
計
画
は

10市町村合同による防災訓練

村長の考えは

「
く
す
の
き
号
を
全
村
に
走
ら

せ
て
ほ
し
い
」
と
強
い
要
望
が
あ
る

な
か
で
、
４
月
か
ら
廃
止
さ
れ
る
。

復
活
と
充
実
を
求
め
る
。

厳
し
い
ご
意
見
・
批
判
を
い
た

だ
い
た
。
現
在
の
体
制
で
は
多
く
の

方
の
満
足
を
得
る
の
は
困
難
。
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問�

３
月
議
会
で
は
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
（
５
０
０
字
以
内
）
は
、
質
問
し
た
議
員
の
責
任
で
作
成
し

た
も
の
で
す
。

関
口
議
員

く
す
の
き
号
の
復
活

と
充
実
を
求
め
る

く
す
の
き
号
の
復
活

と
充
実
を
求
め
る
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田
中
議
員

野
上
議
員

旧
千
早
村
（
東
阪
）
に

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
建
設
を
!!

旧
千
早
村
（
東
阪
）
に

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
建
設
を
!!

平
成
12
年
小
吹
台
に
い
き
い
き

サ
ロ
ン
が
誕
生
し
、
３
年
後
に
は
二

つ
目
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き

が
建
設
さ
れ
た
。

校
区
別
に
見
る
と
な
い
の
は
旧
千

早
村
の
み
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
整

備
場
所
と
し
て
は
、
東
阪
の
旧
千
早

農
協
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
無
料

循
環
バ
ス
も
廃
止
さ
れ
た
現
在
、
旧

千
早
村
の
皆
さ
ん
の
近
く
で
三
つ
目

の
建
設
は
出
来
な
い
か
伺
う
。

二
つ
の
施
設
と
も
に
多
く
の
高

齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の

推
進
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

旧
農
協
支
所
跡
に
整
備
は
出
来
な

い
か
と
の
質
問
で
す
が
、
人
口
規
模

や
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
整
備
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

高
齢
者
へ
の
「
す
ぐ
・
や
る
課
」
の
新
設
を
!!

高
齢
者
へ
の
「
す
ぐ
・
や
る
課
」
の
新
設
を
!!

高
齢
に
な
る
ほ
ど
手
は
震
え
、

歩
行
困
難
な
ど
障
害
が
出
て
、
公
的

な
書
類
提
出
時
は
役
場
ま
で
行
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
が
、
バ
ス
停
も
遠

く
、
直
行
便
も
な
い
。
特
に
確
定
申

告
な
ど
他
人
に
見
せ
た
く
な
い
た

め
、
苦
労
し
て
お
ら
れ
る
高
齢
者
の

方
は
多
く
、「
す
ぐ
・
や
る
課
」
を

新
設
し
、
連
絡
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
出

向
き
、
代
書
や
代
提
出
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
の
強
化
を
是
非
と
も
願
っ
て
伺
う
。

村
で
は
申
告
の
時
期
に
は
出
張

受
付
け
や
個
別
説
明
な
ど
も
、
行
っ

て
お
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活

が
送
れ
る
よ
う
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
に

努
め
て
お
り
、
ご
質
問
の
す
ぐ
・
や

る
課
の
新
設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

小
吹
台
の
診
療
所
の
夜
間
診
療

が
縮
小
さ
れ
心
配
の
声
が
あ
り
ま
す
。

村
の
国
保
診
療
所
も
含
め
、
身
近
な

医
療
機
関
の
充
実
の
基
本
方
針
は
。

医
療
体
制
は
、
小
児
夜
間
救
急

な
ど
は
広
域
で
進
め
て
い
ま
す
。
身

近
な
医
療
機
関
と
し
て
小
吹
台
診
療

所
で
の
夜
間
診
療
の
充
実
も
お
願
い

し
、
村
の
診
療
所
と
の
連
携
も
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

政
府
の「
介
護
保
険
の
見
直
し
」

案
で
は
、
安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
改
悪
で
す
。

①
施
設
介
護
の
利
用
料
１
割
と
食

費
全
額
・
住
居
費
負
担
の
試
算
で
は

年
金
額
を
超
え
施
設
介
護
へ
の
不
安

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
②
軽
度
な
方

へ
の
家
事
代
行
型
の
訪
問
介
護
は
原

則
な
く
な
り
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
予
防
給
付
を
導
入
し
ま
す
。
内

容
と
影
響
は
ど
う
な
る
の
か
。

軽
度
な
方
へ
の
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
、
施
設
介
護
で
は
食
費
や
居

住
費
は
給
付
外
に
な
る
な
ど
７
項
目

の
見
直
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険

料
・
利
用
料
は
第
２
段
階
を
細
分
化

し
低
所
得
者
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

細
か
い
点
は
政
令
で
定
め
ら
れ
ま
す
。

施
設
介
護
の
負
担
や
訪
問
介
護

は
ど
う
な
る
の
か
。

国
試
算
の
特
養
で
は
、
第
１
段

階
の
２
万
５
千
円
（
個
室
５
万
円
）

か
ら
第
４
段
階
８
万
７
千
円
（
個
室

13
万
４
千
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
防
機
能
訓
練
重
視
と
な
り
、
詳
細

は
今
後
決
め
ら
れ
ま
す
。

多
聞
小
校
区
で
は
「
集
団
教
育

が
成
り
立
た
な
い
、
高
齢
化
で
小
学

校
の
行
事
に
も
地
域
の
負
担
が
重

い
」
な
ど
、
再
編
を
願
う
声
が
あ
る
。

地
元
の
意
見
を
聞
き
、
具
体
的
な

検
討
が
急
務
だ
。

地
元
の
意
向
は
賛
否
両
論
。
関

係
部
署
と
も
相
談
を
し
て
結
論
を
出

し
た
い
。

多
聞
小
は
地
元
の
意
見

を
聞
き
早
急
な
対
応
を

多
聞
小
は
地
元
の
意
見

を
聞
き
早
急
な
対
応
を

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
介
護
へ
計
画
策
定
を

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
介
護
へ
計
画
策
定
を

身
近
な
医
療
機
関
の
充
実
を

身
近
な
医
療
機
関
の
充
実
を

短
期
的
に
は
経
費
の
節
減
、
国
や
大

阪
府
か
ら
の
補
助
を
ど
う
増
や
す

か
。長

期
的
に
は
人
口
を
ど
う
増
や
す

か
。
新
た
な
産
業
を
お
こ
す
こ
と
な

ど
考
え
ら
れ
る
。
地
区
補
助
金
や
各

種
団
体
へ
の
補
助
金
半
減
、
く
す
の

き
号
の
廃
止
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
後

退
ば
か
り
で
は
、
過
疎
に
な
る
ば
か

り
だ
。自

己
決
定
自
己
責
任
の
時
代

で
、
誰
か
に
助
け
て
も
ら
お
う
と
い

っ
た
甘
え
を
削
ぎ
落
と
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
自
分
の
地
域
は
こ
ん
な

こ
と
を
し
た
い
、
と
い
っ
た
前
向
き

な
意
思
が
噴
出
す
る
村
づ
く
り
こ
そ

私
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
だ
。
住
民
一
人

ひ
と
り
が
村
に
人
を
呼
び
込
む
た
め

に
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
村
を
あ
げ

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。



教
育
委
員
会
は
以
前
か
ら
現
行

の
学
習
指
導
要
領
を
評
価
し
て
き
た

が
、
い
ま
で
も
そ
の
評
価
は
変
わ
ら

な
い
の
か
。

自
己
教
育
力
つ
ま
り
「
生
き
る

力
」
を
培
っ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に

し
た
現
行
学
習
指
導
要
領
は
真
の
学

力
を
目
指
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
層
の
充
実
と
研
鑽
に
努
め
た
い
。

地
域
の
保
護
者
の
評
価
は
。

時
代
の
方
向
性
を
示
す
内
容
と

評
価
を
受
け
て
い
る
が
、
学
力
の
低

下
の
懸
念
の
声
も
あ
る
。

学
力
の
低
下
は
な
い
の
か
。

定
着
度
を
比
較
す
る
資
料
が
な

い
。
し
か
し
、
一
部
の
教
科
で
経
年

比
較
を
行
い
、
学
力
の
向
上
に
生
か

本
村
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
中

で
自
立
す
る
村
づ
く
り
の
た
め
に

は
、一
般
住
民
が
自
主
的
に
組
織
し
、

行
政
が
中
心
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

村
民
の
意
見
を
集
約
で
き
る
組
織
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
。

行
政
が
中
心
に
な
っ
た
村
お
こ

し
チ
ー
ム
の
結
成
で
す
が
、
財
政
再

建
団
体
に
陥
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な

い
状
況
の
中
、
事
態
を
回
避
す
る
た

め
に
は
、
自
立
を
目
指
す
こ
と
が
緊

急
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
対
策
は
。

村
再
生
の
た
め
に
既
存
事
業
を

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
考
え
た
提
案
を
受

け
、
ま
た
並
行
し
て
大
阪
府
職
員
と

村
若
手
職
員
に
よ
り
今
後
、
本
村
の

将
来
像
を
描
き
、
再
生
に
つ
い
て
検

討
を
お
願
い
し
、
こ
れ
ら
の
成
案
が

出
来
し
だ
い
住
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご

意
見
を
お
伺
い
し
た
い
。

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
中

に
、

一
、
教
育
・
財
政
・
文
化
・
観
光
・

社
協
の
担
当
者
を
入
れ
る
こ
と
。

一
、
住
民
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
も

役
場
や
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
２
カ

所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
く
す
の
き

ホ
ー
ル
、
小
吹
台
連
絡
所
等
に

「
目
安
箱
」
の
設
置
を
。

す
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

道
徳
教
育
の
現
状
は
。

年
間
計
画
を
明
確
に
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
特
に
小
吹
台
小
で
は

そ
の
成
果
を
公
開
授
業
・
研
究
発
表

会
等
で
村
内
に
広
め
た
。

採
択
の
ル
ー
ル
は
明
確
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。
現
場
の
教
師
の
意
向

が
働
く
こ
と
は
な
い
の
か
。

太
子
町
・
河
南
町
と
本
村
で
教

科
用
図
書
採
択
協
議
会
を
設
置
し
て

そ
の
会
に
村
は
諮
問
し
答
申
を
得
た

後
、教
育
委
員
会
で
決
定
し
て
い
る
。

協
議
会
は
、
調
査
研
究
を
行
う
調

査
委
員
を
委
嘱
し
そ
の
調
査
結
果
を

基
に
協
議
し
て
い
る
。

採
択
に
つ
い
て
は
、
調
査
員
の
意

向
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
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結
婚
す
る
と
幸
せ
太
り
す
る
と
言

い
ま
す
が
、
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
実
際
に
結
婚
か
ら
３
年
未
満

で
太
り
始
め
を
意
識
す
る
よ
う
で

す
。
30
代
か
ら
50
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
夫
と
妻
に
対
し
、
男
性
に
い
つ

太
り
始
め
た
か
を
聞
き
ま
し
た
。
す

る
と
夫
は
３
年
未
満
が
44
％
で
、
妻

が
夫
に
「
太
っ
た
」
と
感
じ
た
の
は

３
年
未
満
が
38
％
で
し
た
。

そ
の
後
の
数
字
を
見
る
と
、
結
婚

５
年
目
以
内
が
一
つ
の
ヤ
マ
の
よ
う

で
、
太
り
過
ぎ
に
「
ご
用
心
を
」
！

そ
れ
が
「
幸
せ
太
り
」
な
の
か
は

ご
本
人
た
ち
に
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

夫
が
減
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

体
重
は
平
均
で
８
㎏
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
夫
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
夫
か
妻
か
と
聞
く
と
、
夫
の
43
％

が
「
自
分
」
と
答
え
て
い
る
の
に
対

し
、
妻
の
43
％
は
「
実
際
に
気
遣
っ

て
い
る
の
は
私
」
と
思
っ
て
い
る
み

た
い
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

私
達
、
編
集
委
員
一
同
は
、
皆
様

に
少
し
で
も
身
近
に
読
み
や
す
い
記

事
に
と
奮
戦
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

改
選
後
は
新
し
い
編
集
委
員
で
発

行
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

Ｈ
・
Ｔ

雑

感

雑

感

�

雑

感

雑

感

�

雑

感

�

貝
長
議
員

ゆ
と
り
教
育
に
基
づ
く学

習
指
導
要
領
の
是
非

ゆ
と
り
教
育
に
基
づ
く学

習
指
導
要
領
の
是
非

中
学
校
教
科
書
採
択
の
プ
ロ
セ
ス
は

中
学
校
教
科
書
採
択
の
プ
ロ
セ
ス
は

山
形
議
員

「
村
お
こ
し
チ
ー
ム
」
の
結
成
を

「
村
お
こ
し
チ
ー
ム
」
の
結
成
を

平成17年度入学式

自立する村づくりを
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けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�〈問い合わせ〉健康福祉課
保健センター　1&20069

村では介護保険の対象でない人のリハビリテーション
教室を実施しています。話したり笑ったりしながら身体を
動かす楽しい教室です。
※登録制（参加対象かどうか、事前面接をさせていただき
ます）ですので、まずはご連絡ください。
対象　40歳以上、介護保険の対象にならない人で、①家に

閉じこもりがちな人②身体の不自由な人
内容　体操、ゲーム、レクリエーション、小物の制作、野

外活動、健康相談、医師診察など
日時　毎週火曜日　午後２時～4時
場所　保健センター（必要な人には送迎します）
費用　無料（野外活動時は実費徴収）
〈申し込み・問い合わせ〉保健センター　1&20069

リハビリテーション教室参加者募集

【５・６月分のがん検診の予約を受け付けします。】

場所 保健センター
※負担していただく受診料はいずれも検査料金の１割程度です。
当日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。役場福祉係へ
事前に申し出てください。）

※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。

※くすのき号は廃止になりましたので、ご了承ください。
〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

平成17年度より、がん検診の実施方法が変更になりました。

が ん 検 診 の お 知 ら せ

子 　 宮 　 が 　 ん
月　　日 ５月16日（月）
受　　付 午後１時30分～３時

対　　象

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 55人
内　　容 問診・内診・子宮頚部細胞診
受 診 料 300円

受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生まれ
（例えば昭和60年・58年･･･）の人。ただし、
奇数年生まれでも昨年未受診の人は受診でき
ます。※19歳以下の人は受診できません

受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生まれ
（例えば昭和40年・38年･･･）の人。ただし、
奇数年生まれでも昨年未受診の人は受診でき
ます。※39歳以下の人は受診できません

乳　　　が　　　ん
月　　日 ５月16日（月）
受　　付 午後１時30分～３時

対　　象

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 45人
内　　容 問診・視診・触診・乳房Ｘ線検査
受 診 料 500円

胃 ・ 大 腸 が ん
月　　日 ５月12日（木）・５月15日（日）・６月13日（月）
受　　付 午前９時～11時15分

対　　象 受診日現在、40歳以上の人
※39歳以下の人は受診できません

受診できる回数 年１回
定　　員 各50人

内　　容 胃－問診・Ｘ線間接撮影
大腸－問診・便潜血検査

受 診 料 胃－400円・大腸－100円

健康診査＆相談など

や
ま
ゆ
り

種　　　類 月　日 受　付 備　　考
（祝日は除く）

富
田
林
保
健
所
　
1
@3

２
６
８
１

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

第３・４
午前

一 般 健 康 相 談
水曜日

９時30分
～10時30分

b～f

午前
こころの健康相談 ９時30分

～午後５時

エイズに関する
午前

相　　　　　　談
b～f ９時30分

～午後５時
血　液　検　査

第２・３ 午後１時
エイズ・梅毒

水曜日 ～２時
クラミジア

血　液　検　査 第３・４
午前

［肝炎ウィルス検査］ 水曜日
９時30分 有料・予約制
～10時30分

療　育　相　談 ５月20日（金）午前９時30分
～11時 予約制

５月30日（月）午後１時30分
～３時

¡飲用水・井戸水検査 午前
¡腸内細菌検査 毎週月曜日 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
&2

０
０
６
９

な か よ し 広 場 ５月10日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入

親と子の交流会 ５月25日（水）～11時30分
園前の乳幼児と
保護者

あかちゃん広場 ５月25日（水）午前10時 ０～１歳ごろまで
（交流会･遊び･相談） ～11時30分 の乳幼児

４カ月児健康診査
午後１時 平成16年12月・
～１時15分 平成17年１月生

５月18日（水）午後
平成16年

１歳児健康診査 １時15分
４月・５月生

～１時30分
保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ５月24日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談５月27日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約）
め食生活を改善
したい人

５月13日（金）午前９時30分
健康・介護・育保健師による ～11時30分
児など相談を希健 康 相 談 ５月11日（水）午後１時30分
望する人６月８日（水） ～３時30分

［ ］

［ ］

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

や
ま
ゆ
り

有料・予約制

予約制

電話相談も可

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

身体に障害のある
児（18歳未満）の
医療・生活相談

※ＢＣＧ、三種混合（１期）、日本脳炎（１期）、麻しん、
風しんの予防接種は、医療機関で実施する個別接種です。
※ポリオ予防接種が、村の実施する日程では接種困難な場
合、河南町・太子町の保健センターにおいても受けるこ
とができますが、予約が必要ですので、必ず村保健セン
ターに申し込みください。

結核予防法の改正により、ＢＣＧ接種の対象年齢が生後
３カ月以上６カ月未満に変わり、ツベルクリン反応検査が
なくなりＢＣＧ接種のみとなっています。また、保健セン
ターでの集団接種から指定の医療機関で実施する個別接種
に変わりました。
接種に関することや生後６カ月以上１歳未満で未接種の
人は、保健センターに相談ください。

ＢＣＧ接種の対象年齢は
生後３カ月以上６カ月未満です

種　類 月　日 対　象 備　考

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

生後●●●
ポ　リ　オ ６月29日（水）３カ月以上

90カ月未満

母子手帳、予診票持参。
下痢の人は受けられま
せん。
平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。



４
月
６
日
正
午
ご
ろ
、
村
内
の
粗

大
ご
み
収
集
中
に
、
ご
み
収
集
車
の

炎
上
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

炎
上
し
た
収
集
車
お
よ
び
乗
務
員

に
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
収
集
し
た
粗
大
ご
み
は
、
激

し
く
燃
え
上
が
っ
た
た
め
に
、
消
防

車
が
出
動
し
消
火
作
業
を
行
い
ま
し

た
。事

故
発
生
後
、
ご
み
の
内
容
物
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
激
し
く
焦
げ
た
殺

虫
剤
と
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
の
缶
が
発
見

さ
れ
、
ス
プ
レ
ー
缶
に
残
っ
た
噴
射

剤
に
使
わ
れ
て
い
る
可
燃
性
の
ガ
ス

が
収
集
車
の
中
で
漏
れ
て
何
ら
か
の

原
因
で
引
火
、
爆
発
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

昨
年
３
月
に
も
、「
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
」
が
原
因
で
収
集
車
の
火
災
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
一
度
、
こ
の
よ
う
な
事
故
の
再

発
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご

み
の
適
切
な
排
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
な
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
す
。
よ
く
あ
る
も
の
を
掲
載
し
ま

し
た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
粗
大
ご
み
」
は
、
黒
い
袋
で

出
し
て
も
い
い
の
で
す
か
？

「
粗
大
ご
み
」
で
も
必
ず
、

45
r
の
乳
白
色
ご
み
袋
ま
た

は
、
30
r
の
ブ
ル
ー
の
推
奨
袋
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

ぬ
い
ぐ
る
み
や
カ
バ
ン
は
「
粗

大
ご
み
」
で
す
か
？

推
奨
袋
に
入
る
も
の
な
ら
、「
も

え
る
ご
み
」
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。「

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
は
つ
ぶ
し

て
出
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

つ
ぶ
せ
な
い
場
合
は
そ
の
ま

ま
出
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
は
必

ず
は
ず
し
て
洗
っ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。 A Q A Q A Q

電
気
製
品
は
、
全
て
「
粗
大
ご

み
」
で
す
か
？

エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ

ウ
ン
管
式
）
・
冷
蔵
（
冷
凍
）

庫
・
洗
濯
機
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
対
象
に
な
り
、「
粗
大
ご
み
」

で
は
、
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
販
売
店

な
ど
に
引
き
取
り
を
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

引
き
取
っ
て
も
ら
え
な
い
場
合

は
、
住
民
課
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
は
、「
粗
大
ご
み
」

で
出
せ
ま
す
か
？

家
庭
用
の
パ
ソ
コ
ン
本
体
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
、
メ
ー
カ

ー
な
ど
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象

に
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
ー
カ
ー
（
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
存

在
し
な
い
パ
ソ
コ
ン
は
パ
ソ
コ
ン
３

Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ーhttp://w

w
w
.pc3 r.

jp/index.htm
l

）
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
は
、「
粗
大

ご
み
」
で
す
か
？

製
品
の
箱
や
緩
衝
材
に
使
用

さ
れ
て
い
た
発
砲
ス
チ
ロ
ー

A Q A Q A Q

ル
は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
」

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
異

物
が
付
着
し
て
汚
れ
が
激
し
い
も
の

な
ど
は
、「
粗
大
ご
み
」
な
ど
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
、
お
も
ち
ゃ

や
洗
面
器
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
」
の
日
に
出
せ
ま
す
か
？

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
」
で

出
せ
る
の
は
、

マ
ー
ク
が

付
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
が
対

象
で
す
。
お
も
ち
ゃ
や
洗
面
器
は
、

推
奨
ご
み
袋
に
入
る
も
の
な
ら
、

「
も
え
る
ご
み
」
で
、
大
き
な
も
の

は
、「
粗
大
ご
み
」
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。Ｐ

Ｅ
Ｔ
樹
脂
で
で
き
た
卵
の
パ

ッ
ク
は
、
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

の
日
に
出
せ
ま
す
か
？

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
と
し
て

出
せ
る
の
は
　
　
マ
ー
ク
が

付
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
で
す
。

Ｒ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
で
で
き
て
い
て
も
プ
ラ

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
れ
ば
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
」
に
マ
ー
ク
が
付
い

て
い
な
い
物
は
「
も
え
る
ご
み
」
な

ど
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

A Q A Q

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
は
、「
資
源
ご
み
（
空
カ
ン
）」

で
す
か
？

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
は
「
粗
大
ご
み
」
に
な

り
ま
す
が
、
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
必
ず
使
い
き
っ
て
か
ら
穴
を

開
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
用
ペ
ン
キ
の
缶
や
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
の
缶
は
出
せ
ま
す

か
？

家
庭
用
ペ
ン
キ
の
缶
や
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
の
缶
は
、
家
庭

で
使
わ
れ
た
も
の
で
中
身
が
完
全
に

空
の
も
の
に
限
り
「
粗
大
ご
み
」
で

収
集
で
き
ま
す
。（
中
味
の
残
っ
て

い
る
も
の
の
処
分
は
、
販
売
店
な
ど

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

植
木
の
枝
葉
は
「
粗
大
ご
み
」

で
出
せ
ま
す
か
？

推
奨
袋
に
入
る
も
の
は
、「
も

え
る
ご
み
」
で
出
せ
ま
す
が
、

枝
が
袋
か
ら
飛
び
出
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

大
き
な
物
は
、
直
径
15
cm
以
下
長

さ
1.5
m
以
下
に
切
っ
て
片
手
で
持
て

A Q A Q A Q
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収
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収
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発
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上
事
故
発
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る
く
ら
い
に
束
ね
て
「
粗
大
ご
み
」

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

畳
は
出
せ
ま
す
か
？

畳
や
ト
タ
ン
は
、
そ
の
ま
ま

で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
半

分
に
し
て
片
手
で
持
て
る
く
ら
い
の

大
き
さ
に
束
ね
て
「
粗
大
ご
み
」
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ッ
カ
ー
や
タ
ン
ス
な
ど
の
背

の
高
い
家
具
類
は
出
せ
ま
す

か
？

大
型
の
家
具
類
は
、
1.5
m
以
内

に
切
断
し
て
、
持
ち
運
び
で

き
る
重
さ
に
束
ね
て
「
粗
大
ご
み
」

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
掃
除
し
た
ら
大
量
に
ご
み
が

出
ま
し
た
。「
臨
時
収
集
」
で

き
ま
す
か
？

有
料
で
す
が
、「
臨
時
収
集
」

で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
日

（
土
日
祝
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
）
の

10
日
前
ま
で
に
役
場
住
民
課
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

A Q A Q A Q

あ アイロン 粗大ごみ
い 一升ビン 販売店へ
う ウイスキーのビン 資源ごみ（ビン）
え 鉛筆 もえるごみ
お オーブントースター 粗大ごみ
お菓子の缶 資源ごみ（カン）
お菓子の箱 もえるごみ
落ち葉 もえるごみ

か 懐中電灯 粗大ごみ
鏡 粗大ごみ
かさ 粗大ごみ
カセットテープ もえるごみ
カセットテープのケース もえるごみ
カセットボンベ 粗大ごみ
カバン もえるごみ
花瓶 粗大ごみ
鎌 粗大ごみ
かまぼこ板 もえるごみ
紙おむつ もえるごみ
紙くず もえるごみ
ガラスのコップ 粗大ごみ
缶詰の缶 資源ごみ（カン）
乾電池 粗大ごみ

き 急須 粗大ごみ
く 草 もえるごみ
薬のビン 粗大ごみ
靴 もえるごみ

どの区分に入るかな？ け 蛍光灯 粗大ごみ
化粧品のビン 粗大ごみ

こ コーヒーのビン 資源ごみ（ビン）
粉ミルクの缶 資源ごみ（カン）

さ 座布団 粗大ごみ
皿 粗大ごみ
サラダオイルのビン 資源ごみ（ビン）
サラダ油の缶 資源ごみ（カン）
残飯 もえるごみ

し CD もえるごみ
CDのケース もえるごみ
自転車 粗大ごみ
ジャムのビン 資源ごみ（ビン）
ジュースの缶 資源ごみ（カン）
ジュースのビン 資源ごみ（ビン）

す ステレオ 粗大ごみ
ストーブ 粗大ごみ
スプーン 粗大ごみ
スプレー缶 粗大ごみ

そ 掃除機のパック もえるごみ
た 竹串 もえるごみ
畳 粗大ごみ
卵の殻 もえるごみ
たわし もえるごみ
タンス 粗大ごみ

ち 茶殻 もえるごみ
茶碗 粗大ごみ
ちり紙 もえるごみ

つ 机 粗大ごみ

て 電気コード 粗大ごみ
電球 粗大ごみ
電子レンジ 粗大ごみ

と トタン 粗大ごみ
ドライヤー 粗大ごみ

な ナイフ　要注意 粗大ごみ
長靴 もえるごみ
なべ 粗大ごみ

の 海苔の缶 資源ごみ（カン）
海苔のビン 資源ごみ（ビン）

は 少量の灰 もえるごみ
廃食油 もえるごみ

ひ ビールの缶 資源ごみ（カン）
ビールビン 販売店へ
ビデオテープ もえるごみ
ビデオテープのケース もえるごみ
ビニールホース 粗大ごみ

ふ 布団 粗大ごみ
フライパン 粗大ごみ
プランター 粗大ごみ
フロッピー もえるごみ

ほ 包丁　要注意 粗大ごみ
ポン酢のビン 資源ごみ（ビン）

ま 窓ガラス 粗大ごみ
ゆ 湯のみ 粗大ごみ
ら ランドセル もえるごみ
り 料理くず もえるごみ
わ ワインのビン 資源ごみ（ビン）
割箸 もえるごみ

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
他
人
に

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

最
近
、
犬
に
関
す
る
苦
情
や
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
他

人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

¡
愛
犬
に
も
家
族
計
画
を
考
え
て
い

ま
す
か
？

生
ま
れ
た
子
犬
を
不
幸
に
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
必
要
の
な
い
繁
殖
は

さ
せ
な
い
よ
う
に
不
妊
・
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

¡
放
し
飼
い
は
、
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

人
を
か
ん
だ
り
、
庭
や
畑
を
荒
ら

し
た
り
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
人
に
嫌
が
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
野
犬
を
ふ
や
す
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

¡
し
つ
け
は
、
正
し
く
で
き
て
い
ま

す
か
？

し
つ
け
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
飼

い
主
と
飼
犬
の
主
従
関
係
を
や
し
な

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
、
し
つ
け
方
の
勉

強
を
し
て
犬
を
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

¡
糞
の
後
始
末
は
、
で
き
て
い
ま
す

か
？犬

の
糞
に
よ
り
迷
惑
を
受
け
て
い

る
と
い
う
声
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

糞
は
、
必
ず
飼
い
主
が
持
っ
て
帰
り

ま
し
ょ
う
。

※
犬
を
飼
養
し
て
い
る
人
は
、
こ
れ

以
外
に
も
次
の
こ
と
に
つ
い
て
守
ら

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
飼
犬
が
人
を
か
ん
だ
こ
と
を
知
っ

た
と
き
は
、そ
の
犬
の
飼
養
者
は
、

直
ち
に
保
健
所
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
犬
の
飼
養
者
は
、
飼
養
標
識
（
左

図
）
を
住
居
の
出
入
り
口
な
ど
、

人
の
見
や
す
い
箇
所
に
は
り
つ

け
、
犬
を
飼
養
し
て
い
る
こ
と
を

表
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

直
ち
に
保
健
所
、
警
察
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
住
民
課

¡
富
田
林
保
健
所
1
@3
２
６
８
１
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犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う�

犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う�

犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う�



み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

安
全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち

14

「
繁
華
街
で
、
１
日
エ
ス
テ
を
体
験
し
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
よ
う

声
を
か
け
ら
れ
、
近
く
の
事
務
所
に
行
っ
た
ら
、
高
額
な
健
康
食
品
を

勧
め
ら
れ
契
約
し
て
し
ま
っ
た
が
解
約
し
た
い
」
と
い
う
事
例
が
よ
く

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
販
売
方
法
は
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
と
呼
ば
れ
、
販
売
目

的
を
隠
し
て
言
葉
巧
み
に
事
業
所
な
ど
に
連
れ
て
行
き
契
約
さ
せ
る
と

い
う
手
口
の
悪
質
商
法
で
す
。

平
成
16
年
11
月
11
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
特
定
商
取
引
法
で
は
、
販

売
目
的
を
隠
し
て
一
般
の
人
々
が
自
由
に
出
入
り
し
な
い
場
所
に
誘
い

込
ん
で
勧
誘
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
違
反
し
た
場
合
は
刑
事
罰
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
が
商
品
の
性
能
な
ど
重
要
な
事
実
に
つ
い
て
言
わ
な

か
っ
た
り
、
嘘
を
言
っ
た
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
が
誤
っ
て
契

約
し
た
こ
と
に
気
づ
い
て
か
ら
６
カ
月
以
内
で
あ
れ
ば
、
契
約
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
者
が
嘘
を

つ
い
た
り
脅
し
た
り
し
た
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
に
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
場
合
は
、
業
者
が
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
こ
と
を

記
載
し
た
書
面
を
あ
ら
た
め
て
交
付
し
て
か
ら
一
定
期
間
（
事
例
の
場

合
は
８
日
間
）
が
経
過
す
る
ま
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
、
悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
な
ど
に
対
し
て
規
制
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
が
、
消
費
者
自
身
も
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、

不
要
な
場
合
は
、
は
っ
き
り
断
る
な
ど
毅
然
と
し
た
態
度
を
示
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
と

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

◆
一
般
書

高
札
の
顔
　
　
　
　（
澤
田
ふ
じ
子
）

深
追
い
　
　
　
　
　
　（
横
山
秀
夫
）

逃
亡
く
そ
た
わ
け
　
　（
絲
山
秋
子
）

孫
文
の
女
　
　
　
　
　（
西
木
正
明
）

銭
売
り
の
賽
蔵
　
　
　（
山
本
一
力
）

夜
ふ
け
の
な
わ
と
び
　（
林
真
理
子
）

ナ
ラ
タ
ー
ジ
ュ
　
　
　（
島
本
理
生
）

茶
々
と
信
長
　
　
　
　（
秋
山
香
乃
）

十
四
番
目
の
月
　
　
　（
海
月
ル
イ
）

さ
よ
う
な
ら
私
の
金
八
先
生

（
小
山
内
美
江
子
）

子
ど
も
が
ス
ヤ
ス
ヤ
ね
む
る

夢
み
る
お
は
な
し（
島
田
満
）

夫
婦
を
長
続
き
さ
せ
る
会
話
術

（
津
田
妙
子
）

◆
児
童
書

ト
ロ
ー
ル
・
フ
ェ
ル
（
上
・
下
）

（
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ラ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
）

あ
じ
さ
い
の
色
は
空
の
色（

大
島
雅
美
）

だ
い
す
き
な
グ
ー（
い
も
と
よ
う
こ
）

フ
ィ
フ
ィ
の
そ
ら
　
　（
村
上
康
成
）

短

歌

コ

ー

ナ

ー
島
　
村
　
千
　
恵

ど
こ
か
ら
か
運
ば
れ
て
来
し
梅
の
香
を
春
一
番
の
風
が
持
ち
去
る

川
　
邊
　
順
　
子

校
庭
に
式
終
え
し
子
等
あ
ふ
れ
出
て
携
帯
電
話
に
子
の
居
場
所
知
る

東
　
條
　
ひ
　
ろ

パ
ソ
コ
ン
の
キ
イ
軽
や
か
に
打
ち
て
お
り
春
と
き
め
き
て
夢
へ
の
一
歩

尾
　
崎
　
茂
　
子

眼
ぐ
す
り
を
入
れ
ら
れ
て
待
つ
サ
ン
テ
ラ
ス
に
視
野
ひ
ら
け
ゆ
き
外
は
春
風

内
　
田
　
あ
き
子

早
春
の
ま
だ
寒
き
野
に
這
い
て
咲
く
た
ん
ぽ
ぽ
一
輪
黄
色
鮮あ
ざ

ら
し

（
誤
）
画
を
見
る
に
倦あ

み
て
箱
根
の
春
の
雪
　
　
奥
　
野
　
千
　
秋

（
正
）
画
を
見
る
に
倦う

み
て
箱
根
の
春
の
雪
　
　
奥
　
野
　
千
　
秋

４
月
号「
俳
句
」の
ふ
り
が
な
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

訂
正 み

ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

安
全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち

道
路
の
安
全
通
行
に
ご
協
力
を

道
路
を
歩
い
て
い
る
時
や
自
転
車
・
自
動
車
で
走
行
中
に
敷
地
内
か
ら

道
路
に
は
み
出
て
い
る
樹
木
が
邪
魔
に
な
り
、
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
危
な

い
思
い
を
し
た
と
い
う
経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

道
路
に
は
基
本
的
に
通
行
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
構
造
物
や
置
物
な

ど
は
許
可
な
く
設
置
で
き
ま
せ
ん
。
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
撤
去
・
除
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
で
人
に
優
し
い
み
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
産
業
建
設
課
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東阪 畠　中　広　樹さん
＜20歳　牡牛座＞

近況は・・・

大阪府立松原高等職業技術専門校で2級自動
車整備士を目指して勉強しています。
夢は・・・

来年4月から内定している自動車会社に就職
する予定です。将来は、自動車修理店を経営し
たいです。
最近、楽しいと思ったことは・・・

３月末、家族で岸和田の蜻蛉（とんぼ）池公園
に行き、2歳の姪と追いかけっこや、遊具で遊
び楽しかったです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

空気がきれいで、星がきれいなところです。
でも、一つでもコンビニがあればと思います。
来月号は・・・

看護士を目指している同級生の合尾有美さん
です。
合尾さんへメッセージを・・・

困ったときは、いつでも相談してください。

５歳のとき、
みんなで作った
七夕の笹をもっ
ています。

HirokiHatanaka

180

わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�

わが
やのホープわが
やのホープ

笑顔の耐えない元気で明るい子になってね。
父・訓史、母・さや佳さん

うちだ　ひまりちゃん
（ 内田　　　 妃真里　）

平成16年８月28日生まれ

森屋

暴れん坊の次男坊です。たくましく、やさしい子になってね。
母・香織さん

しげた まさなおくん
（ 重田 将直 ）

平成15年４月18日生まれ

小吹台

参加者募集中�
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

平成16年度千早赤阪村フォトコンテストの入賞作品
が決定しました。
入賞作品は、５月10日（火）から17日（火）までくすの

きホールで、また、５月23日（月）から６月３日（金）ま
で南河内府民センター、６月８日（水）から19日（日）ま
でちはや星と自然のミュージアムで展示します。

（敬称略）
推　薦 「早苗夕照」 富田林市　浅野　真男（写真）
特　選 「山里の春景」 柏原市　久保　近義

「霧のブナ林」 大阪市　高岡　富美子
準特選 「声　援」 藤井寺市　宇野　清子

「金剛山の冬景色」 和歌山市　高垣　龍男
「花と農道」 奈良市　多田　満子
「雪の千早」 河内長野市　半井　好喜
「曲線の美」 吹田市　　西丸　三一

ほか入選10点

●フォトコンテスト●

推薦は「早苗夕照」

４月25日、役場第二会議室で千早赤阪村議会議員選挙当選
証書付与式が行われました。
任期は17年５月９日から平成21年５月８日までの４年間と

なります。

●村議会議員選挙当選証書付与式●

当選おめでとうございます

３月20日、平成16年度大阪府消防表彰式が府立青少
年会館で開催されました。
表彰式は会場の都合で代表受章であったため、４月

４日に岡本副団長より各受章団員に伝達されました。
受章団員は次のとおりです。（敬称略）
大阪府知事表彰

勤続功労章 副団長　　　　井上　繁
功労章　　　下東阪分団長　千福清英
日本消防協会会長表彰

精績章　小吹台分団長　秋山正元
〃　　中津原分団長　谷口三年

大阪府消防協会会長表彰

千福清英、谷口三年、東條一幸、奥田継三
仲谷和彦、市川康彦、菊井佳宏、平田　清

●村消防団表彰●

受章おめでとうございます



17

むらの話題
あ　れ　こ　れ

小・中学校や幼稚園で入学式・入園式が行われ、
新１年生123人が誕生しました。
桜が満開の４月６日に、中学校で行われた入学式

では、ブラスバンド部の「学園天国」の演奏で新入
生が入場し、新しい制服に身を包み緊張気味で式に
臨んでいました。
今年の入学（園）者数は、次のとおりです。

¡赤阪小学校　　　24人　　¡千早小学校　　９人
¡多聞小学校　　　３人　　¡小吹台小学校　10人
¡千早赤阪中学校　54人　　¡こごせ幼稚園　23人

●入学式・入園式●

ピカピカの１年生が誕生



費用 １人につき500円
（小学生は１人につき250円）

受付 ５月13日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課

千早赤阪村・太子町・河南町共同で、
就労支援のパソコン講座を行ないます。
日時　６月21日（火）～24日（金）

午前10時～午後４時
場所　くすのきホール

２階会議室
定員　20人（応募多数の場合は抽選）
費用　無料
対象　村内在住の人で、何らかの理由
により就労できない、母子家庭の母
親、中高年齢者、臨時的な仕事に従
事し将来に不安を持つ若年者
内容　就職に役立つパソコンの基本操
作など（初級ワード・エクセル）
応募方法　往復ハガキに、住所・氏
名・年齢・電話番号・職業・志望の
動機（就労を妨げる要因）を記入し、
〒585－8501（住所不要）千早赤阪
村役場産業建設課まで。
受付　６月３日（金）（必着）
※昼食は各自で用意してください。
〈問い合わせ〉産業建設課

18

子ども長期自然体験モデル事業の一
つとして、親と子ども（小学生・中学
生）で田植えをします。
体験を希望する人は親子で申し込み

ください。気軽に参加ください。
定員　25組
日時 ５月29日（日）午前９時～

（予備日６月４日（土））
場所　くすのきホール集合
費用　無料
受付　５月20日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

教育委員会事務局社会教育課　
1&21300

地域で生活する知的障害者（児）を対
象にレクリェーション大会を開催しま
す。家族とともに地域社会の中で他市
町の人と交流を深めてみませんか。
月日　６月４日（土）
場所　金剛コロニー
内容　団体ゲーム、オリエンテーリン

グなど
対象者　南河内地区在住の知的障害者

（児）とその家族および援助者

悪臭などが無くなり、大変快適になっ
たと喜ばれています。
このような改造工事のときの、皆さ
んの負担の軽減と水洗化の促進を図る
ため、無利子貸付制度を設けています
のでご相談ください。
無利子貸付制度を利用される人は、

連帯保証人（大阪府内に居住）が必要
です。
また、貸し付けの対象となるのは、

下水道の使用区域になってから３年以
内に改造工事をする場合です。
〈問い合わせ〉上下水道課

村では生活環境および河川の水質の
保全並びに公衆衛生の向上のため、し
尿や生活雑排水などを併せて処理する
合併処理浄化槽の設置を推進していま
す。
合併処理浄化槽を設置する家庭に、

補助金を交付します。本年度に合併処
理浄化槽を設置する場合は申し込みく
ださい。
対象地区

下水道処理区域外および下水道処理
区域内であっても整備が大幅に遅れる
地域（事前に問い合わせを）です。
補助対象設置基数 1３基（先着順）
補助金額

¡５人槽　　　　　　　354,000円
¡６人槽から７人槽　　411,000円
¡８人槽から10人槽　　519,000円
受付 ９月30日（金）まで
〈問い合わせ〉上下水道課

募　　集

村体育協会加盟の各団体では、クラ
ブチーム・クラブ会員を募集していま
す。あなたも健康維持・増進のため、
また仲間づくりのために一緒にスポー
ツを楽しみませんか。
※詳細（対象・活動時間・大会日程な
ど）については、各連盟・クラブに問
い合わせください。

浄化槽設置整備事業
補助金の交付

クラブチーム・クラブ
会員

農業体験しませんか

南河内レクリェーション
大会

地域就労支援事業
パソコン講座受講生

連盟・クラブ名 活動場所 活動日など 代表者連絡先

軟 式 野 球 連 盟 村　民　運　動　場 大会など 加藤　　明　1&20995

ソフトボール連盟 村　民　運　動　場 大会など 植野　敏昭　1&21243

ゲートボール連盟 村　民　運　動　場 大会など 尾方　了一　1&20783

テ ニ ス 連 盟 村立テニスコート 土・日曜日 瓦谷　義弘　1&27644

ゴ ル フ 連 盟 グロワールゴルフクラブ 大会など 仲野　直實　1&20040

バレーボール連盟 海 洋 セ ン タ ー 日 曜 日 武部　克正　1&21472

空 手 道 ク ラ ブ
海 洋 セ ン タ ー 土 曜 日

横山登貴雄　1&03003
小 吹 台 小 学 校 日 曜 日

少林寺拳法クラブ 海 洋 セ ン タ ー 火・金曜日 東　　省三　1@36175

卓 球 ク ラ ブ 海 洋 セ ン タ ー 土 曜 日 福留　敏郎　1&27335

少年野球スポーツ少年団
村　民　運　動　場 土 曜 日 山形　研介　1&21372

小 吹 台 小 学 校 土・日曜日 大西　昭彦　1&21773

少年サッカークラブ 村 民 運 動 場 ほ か 土・日曜日 田中　伸義　1&27387

リ ズ ム 体 操 海 洋 セ ン タ ー 水 曜 日 山上　孝代　1&27023

エアロビクス 海 洋 セ ン タ ー 火・木曜日 小林真由美　1&27375

ソシアルダンス 海 洋 セ ン タ ー 木 曜 日 繁田　長子　1&27401

３　Ｂ　体　操
海 洋 セ ン タ ー 火・金曜日 谷　　尚美　1&20729

小 吹 台 小 学 校 水 曜 日 瀬戸　葉子　1&21279

体
操
連
盟
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税

税金は納期限内に次の場所で納付し
ていただくようお願いします。
りそな・ＵＦＪ・三井住友・南都・近
畿大阪・関西アーバンの各銀行・大阪
南農業協同組合・郵便局・役場・小吹
台連絡所
口座振替により納付されている場合
の引き落とし日は５月31日です。通帳
残高の確認をお願いします。車検に必
要な納税証明書は、納税通知書と一連
になっています。納付済の領収書があ
れば、そのまま証明書として使用でき
ます。前年度までの軽自動車税が未納
の場合、または検査有効期限が平成18

年５月31日以降の場合は使用できませ
ん。
〈問い合わせ〉税務課

平成17年度自動車税の納期限は５月
31日です。納税通知書は5月12日に送
付しますので早めに納めてください。
車検に必要な納税証明書は、納税通
知書と一連になっていますので、納付
済の領収印があれば、そのまま証明書
として使用できます。ただし、前年度
までの自動車税が未納の場合、または
検査有効期限が平成18年５月30日以降
の場合は使用できません。
なお、一定の要件に該当する身体障
害者、戦傷病者、知的障害者および精
神障害者の人が日常生活を営むうえで

不可欠な自動車について、減免の制度
があります。詳しくは、問い合わせの
うえ、５月31日までに申請してください。
〈問い合わせ〉

南河内府税事務所（管理グループ）
1@51131

身体などに障害をお持ちの人などで、
平成17年度軽自動車税の減免を申請さ
れる場合は、５月23日（月）までに印鑑、
身体障害者手帳、運転免許証を持参し、
税務課で手続きをしてください。
申請は毎年していただくものですの

で、平成16年度に減免されている人も
忘れずに手続きをしてください。
〈問い合わせ〉税務課

福　　祉

小学校３年生までの児童を養育して
いる人に児童手当が支給されます。
６月から所得制限が平成16年中の所

得に切り替わります。今まで所得制限
により受給できなかった人でも、所得
や控除、扶養人数に変動があれば受給
できる場合があります。受給できると
思われる人は５月中に申請してください。
前年の所得が一定額以上の場合は支

給されません。
児童手当の額（月額）

¡第１子　　　　 5,000円
¡第２子　　　　 5,000円
¡第３子以降　　　10,000円
認定請求に必要なもの

¡印鑑

お知らせ

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

¡請求者の銀行または農協などの口座
番号（郵便局は不可）

¡その他必要に応じて、提出する書類
があります。

〈問い合わせ〉健康福祉課

ＮＰＯ法人などの非営利法人が行う
福祉車両（リフトや回転シートなどの
特殊な設備や装置を設けた自動車）に
よる有償運送（福祉有償運送）につい
て、運営協議会の協議を経て、道路運
送法の許可を取得することが可能とな
りましたので、申請の受け付けを開始
します。
※運営協議会…道路運送法第80条第１
項の許可を大阪運輸支局に申請する
前に、福祉有償運送の必要性や安全
の確保に関する方策などを協議する
ために設置する会議。

〈申請・問い合わせ〉健康福祉課

上下水道

○３年以内に排水設備工事を

下水道の使用ができる区域では、法
律で３年以内にトイレを水洗化し、風
呂や台所などから出る雑排水とともに
下水道に流さなければなりません。
改造工事を実施される場合は、村排

水設備工事指定業者へ申し込みください。
○水洗便所改造の無利子貸付

制度の活用を

下水道の使用ができる区域では、水
洗化の改造工事が行われ、下水道の使
用が始まっています。
くみ取り便所を改造した人からは、

平
成
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軽自動車税の減免申請は
５月23日までに

固定資産税（第１期分）
軽自動車税は
５月31日までに

自動車税の納付・減免
制度について

児童手当の申請

福祉有償運送の申請

水洗化をしよう
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相 　 　 談

５月19日（木）
６月２日（木）

６月２日（木）

５月19日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

５月３日（火）
６日（金）・10日（火）
13日（金）・17日（火）
20日（金）・24日（火）
27日（金）・31日（火）
６月３日（金）
７日（火）

５月19日（木）

５月25日（水）

５月16日（月）予定

５月30日（月）予定

５月31日（火）予定

５月12日（木）
26日（木）

５月４日（水）
６月１日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,804人（－29）

男　　3,242人（－20）

女　　3,562人（－９）

世帯数　2,282戸（＋３）

３月末日現在、（ ）は対前月比
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岸和田市の石材店主の角井
常和さんから、郷土資料館に
石像が寄贈されました。
贈られたのは、楠木正成が、

湊川の戦いに赴く前、現在の
大阪府島本町桜井で嫡男の
正行
まさつら

に遺訓を告げたときのも
ので、「桜井の別れ」のゆか
りの地３カ所「桜井の驛跡」
「正行をまつる四條畷神社」
「生誕の地・村の郷土資料館」
に「先人に学び、日本の将来
を担う青少年が育ってほしい」
との思いを込めて制作された
ものです。

楠公さん父子が資料館にきた！
トピッ クス

楠　　公　　祭

今月から楠木正成ゆかりの史跡を訪ねます。

●楠公誕生地・郷土資料館

楠木正成は永仁2年（1294年）4月25日、水分の里で誕生しま

した。明治8年大久保利通が訪れ「楠公誕生地」の碑が建てられまし

た。この日には「楠公祭」が行われます。

昭和61年に郷土資料館が開館、正成にまつわる遺品や歴史資料が

展示されています。

楠公誕生地・�
郷土資料館�
　d�
楠公産湯の�
井戸�

　d�
奉建塔�

　d�
建水分神社・�
南木神社�

　d�
上赤阪城跡�
一の木戸跡�

　d�
上赤阪城跡�
本丸跡�

楠公さん足跡めぐりコース楠公さん足跡めぐりコース
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